著作権侵害に対する警告書
平成●●年●●月●●日
被通知人
東京都●●区●●○丁目○番○号

株式会社●●●●
代表取締役
●●　●●　殿

通知人
東京都■■市■■□丁目□番□号

☆☆　☆☆こと□□　□□
本通知書作成代理人
〒１０１－００３３

東京都千代田区神田岩本町１番１

岩本町ビル３階

行政書士事務所

　飯田橋総合法務オフィス

ＴＥＬ：０３－５２４４－４７０７

行政書士　小竹　広光

冠省

早速ですが、今般、当職は、通知人より依頼を受け、行政書士法第１条の２ならびに第１条の３第３号に基づき、本書面を代理作成しましたので送付します。

私、☆☆　☆☆こと□□　□□は、クリエイターとして、☆☆　☆☆の名で、平成●●年よりイラストその他の創作活動をしています。

また、私が創作したイラストその他の創作物については、すべて株式会社■■■■が使用権を有し、数多く商品化がなされています。

ただし、商品化されているものも、すべて著作権は私が有しております。

ところで、今般、そのイラストその他の創作物について、貴社が許可なく使用し、転載した商品の販売をされていることが判明しました。

「●●●●」というブランド名で、都内で多数出展しており、現在も販売されています。

当然ですが、貴社が使用しているイラストは私が著作し、その著作権を有しているものです。

また、私は貴社にその使用を許諾した覚えは全く無く、貴社の行為は私の著作権を侵害するものです。

つきましては、以下のとおり通知知致しますので、ご善処頂けますよう、お願い申しあげます。
１　私の創作したイラストその他のデザ
インから流用した商品の在庫品回収
並びに販売の停止

２　現在、インターネット上に掲載して
いる商品の掲載中止
３　現時点での著作権侵害の事実を認め
た謝罪と今後許可なしに流用しない
旨の誓約を書面で提出して頂くこと
なお、万が一、本書面到着後１週間以内に、貴社から誠意ある回答が頂けない場合には、大変残念ながら、著作権法１１２条１項に基づく差し止め請求、民法第７０９条に基づく損害賠償請求、同法第７０３条に基づく不当利得返還請求、などの法的手段をとらせて頂くことを念のため申し添えます。
なお、ご承知のことと存じますが、著作権の侵害は、著作権法第１１９条の定めにより、最高で１０年以下の懲役若しくは１，０００万円以下の罰金に処せられる犯罪行為となるおそれがありますので、ご注意下さい。
草々
